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奈良県警察官募集

第 1次試験日＝9月22日（日）：教養・
論（作）文試験 
10月5日（土）、6日（日）のうち指
定する1日：体力試験・口述試験
受 験資格＝①大卒区分：平成3年4月
2日以降に生まれた人で、学校教
育法による大学（短期大学を除く）
を卒業した人または令和7年3月
末日までに卒業見込みの人
　 ②大卒区分以外：平成3年4月2日
から平成19年4月1日までに生ま
れた人で上記①以外の人

申 込＝8月23日（金）までに県警ホー
ムページ（https://www.police.
pref.nara.jp/）へ
問 合せ＝奈良県警察本部 警務課 
採用係（採用フリーダイヤル☎
0120-351-204）

奈良県広域消防組合 
消防吏員採用募集【後期】

　令和7年4月1日採用予定の消防吏
員を募集します。
募 集区分＝大学・短大・高校・救命士区分
詳 細・問合せ＝奈良県広域消防組合 消防
本部 人事企画課 人事係（☎0744-20-
1119・https://www.naraksk119.jp）

救命入門コース
（無料・要申込）

　心肺蘇生法（AEDを含む）を救急救
命士が楽しく分かりやすく教えます！！
日時＝8月26日（月）9時30分～11時
場 所＝大和郡山消防署4階多目的ホール
※修了者には参加証を交付します。
人数＝20人（要申込）
申 込・問合せ＝8月6日（火）～8月19日
（月）に、受講申込書に必要事項を記入
して、奈良県広域消防組合 大和郡山
消防署 救急課（☎59-1331）へ

※ 受講申込書は大和郡山消防署救急課に
て配布。または、奈良県広域消防組合
ホームページからダウンロード可能です。
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（無料・要申込）

日 時＝9月5日（木） 13時30分～15
時（受付13時～）
場所＝さんて郡山
内 容＝ふれあい遊び・離乳食のお話
（お粥のつぶし体験あり）
対 象＝令和6年2月6日～5月5日生
まれの第1子とその保護者
定員＝15組
持 ち物＝母子健康手帳、筆記用具、バ
スタオル、タッパー2つ、ティース
プーン1つ、おむつ等赤ちゃん用品
申 込・問合せ＝電話でさんて郡山（☎
58-3333）へ

難病講演会「膠原病ってどんな病気？ 
みんなで知ろう！ 学びあおう！」
（参加費無料・要申込）

日 時＝8月24日（土）13時30分～15
時45分（13時～ 受付）
場 所＝奈良公園バスターミナル レ
クチャーホール（奈良市登大路町）

内 容＝①『膠原病の代表：全身性エリテ
マトーデス（SLE）とはどんな病気？』
　 講師：赤井 靖宏さん（奈良県立医
科大学教授 地域医療学講座）
　 ②『皮膚筋炎／多発性筋炎ってど
んな病気？』
　 講師：杉江 和馬さん（奈良県立医
科大学教授 脳神経内科学講座）
対象・定員＝奈良県民、200人
申 込・問合せ＝「ｅ古都なら」より電子申
請またはFAXにて、奈良県難病相談支
援センター（☎55-0631・  52-6095）
へ（当日参加可） （障害福祉課）

認知症サポーター養成
講座（受講無料・要申込）

　認知症の症状と対応、予防につい
ての基礎知識などについて学び、認
知症サポーターになりませんか。
日時＝8月29日（木） 14時～15時30分
場所＝市役所306会議室　定員＝10人
問 合せ＝地域包括支援センター（☎
55-7733・  55-6831）

もの忘れ相談会
（相談無料・要申込）

　もの忘れ相談プログラム（タッチ
パネルパソコン）を使った認知症の
セルフチェック型テストができます。
チェック後に地域包括支援センター
職員がもの忘れや認知症についての
相談をお受けします。
日時＝8月20日（火）13時～16時
場所＝昭和地区公民館 会議研修室
定員＝4人（1人30分程度）
申 込・問合せ＝第三地域包括支援セ
ンター（☎57-2233・  57-1153）

オストメイトの個別
無料相談会（申込不要）

　オストメイト（人工肛門・人工膀胱
をもっている）の人、色々な悩み・苦
労を専門家や同じ立場の人に相談し
て元気になりませんか。
日 時・場所＝①8月20日（火）9時～
12時・奈良市ボランティアイン
フォメーション1階 会議室1-2、
1-5（奈良市三条本町）
　 ②8月24日（土）9時～12時・県社
会福祉総合センター2階ボラン
ティアルーム（橿原市大久保町）
対象＝県内在住のオストメイトの人
相 談対応者＝専門看護師、支部役員、
ストーマ装具業者

問 合せ＝日本オストミー協会 奈良
県支部 川崎（☎090-2110-5032）
 （障害福祉課）

第21回シンポジウム 
（無料・申込不要）

「みんなで取り組む！
性の多様性が尊重されるまちづくり」
日 時＝8月7日（水）
　受付：12時50分、開会：13時20分
場 所＝かしはら万葉ホール ロマン
トピアホール（橿原市小房町）　
詳 細･問合せ＝奈良県市町村人権･同
和問題「啓発連協」事務局（☎0744-
22-9611）  （人権施策推進課）
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傾聴ボランティア講座
（無料、要申込）

　相手の心に寄り添い、話に耳を傾ける「傾聴」の技術
について学ぶ講座です。人の役に立ち、自分も成長で
きるボランティア活動です。あなたも聴き上手になっ
て、一緒にボランティアしてみませんか？
日 時・内容＝各日13時30分～15時30分（10月11日
のみ10時30分～15時30分）

9月 6日（金） 傾聴ボランティアとは
9月13日（金） 認知症高齢者への接し方
9月20日（金） 傾聴を体験してみよう！
9月27日（金） 高齢者の方とお話してみましょう
10月 4日（金） 傾聴のスキルを使ってロールプレイ
高齢聴覚障害者の傾聴ボランティア活動を希望する
人は下記も受講してください。
10月11日（金）高齢聴覚障害者の特性と現状について

場所＝社会福祉会館　定員＝15人
講師＝吹田傾聴ほほえみ 長谷川 美津代さん ほか
対 象＝市内在住・在勤・在学で、傾聴ボランティア活動
に関心のある人・高齢聴覚障害者の傾聴ボランティ
ア活動を希望する場合は手話奉仕員養成講座（基礎
課程）修了程度の手話技術がある人
申 込・問合せ＝8月30日（金）までに、名前・住所・電話
番号を社会福祉協議会 福祉課（☎53-6531・  55-
0986・ tsunagu@ykshakyo.or.jp）へ 
（電話受付は平日の8時30分～17時15分）

第52回奈良県障害者作品展
日 時＝11月27日（水）～12月4日（水）10時～17時（12
月2日（月）は休館、最終日は正午まで）
場所＝芸術会館 美楽来（生駒市西松ヶ丘2-20）
出 品資格者＝①県内在住の障害児・者②県内施設に
入通所中の障害児・者

種 目＝絵画、写真、書道、工芸、手芸、文芸（短歌、俳句、
川柳）、コンピュータ・タイプアートの7種目
出 品について＝種目、個人作品、合同作品を問わず1
人1点（作品の大きさは、額装等を含め縦1.2m（書
道に限り2.0ｍ）、横1.5m、奥ゆき1.5m以内とする）

　 希望する場合は、1作品・団体につき1枚、出品作品
の制作過程を紹介する写真、記事、団体紹介等を添
付してください（写真、記事等はA4サイズ以内の台
紙に収まるように割り付けすること）
申 込・問合せ＝9月2日（月）までに種目、題名の申込書
を、11月15日（金）までに作品と作品紹介を障害福
祉課（内線635・1階71番窓口）へ

第16回ふれあい駅伝交流大会
子どもマラソン大会 参加者募集

日時＝9月29日（日）（8時～ 受付、8時30分～開会式）
場 所＝まほろば健康パーク内特設ランニングコース（1周約3㎞）
競技内容＝
◆子どもマラソンの部　※特設折り返しコース。
・高学年（5～6年生の男・女） 2㎞ 9時15分～
・中学年（3～4年生の男・女） 1㎞ 9時35分～
・低学年（1～2年生の男・女） 1㎞ 9時45分～
◆駅伝の部
・ 駅伝1部（5区間21㎞ ※1・5区2周6㎞、2・3・4区
1周3㎞）10時～（一般Ａの部 1チーム（5人））

・ 駅伝2部（4区間12㎞ ※全区間1周3㎞）10時30分～
（シニアの部 4人合計年齢が240歳以上となるチー
ム・女子の部 女子のみのチーム（4人）・一般Ｂの部 1
チーム（4人））
※ 原則1部は5人、2部は4人でチームを編成すること
としますが、特別の事情があれば、制限人数以内で
の出場も可とします（1部・2部のかけもちも可）。
ただし、各区間に対応したゼッケンを着用すること。

参 加料＝駅伝1部：10,000円/チーム、駅伝2部：8,000円/チー
ム、学生チーム：3,000円/チーム、子どもマラソン：500円
※ それぞれチップ、ゼッケン、保険代含む「振込取扱票」
でゆうちょ銀行にてお振込みください。

表 彰＝12時から駅伝1部、2部とも1位～3位を表彰（区間賞あり）
　 各チームのタイムは自動計測（チップ）で行い、当日
掲示板に随時掲示します。また後日、大和ふれあい
スポーツクラブのホームページにも掲載します
申 込・問合せ＝9月14日（土）までに、駅伝の部は選手
登録表を郵送・FAXにて、子どもマラソンの部は名
前、住所、学年、性別、保護者名、電話番号をハガキ・
FAXにてNPO法人大和ふれあいスポーツクラブ
（〒639-1037額田部北町642 額田部運動公園施
設内☎・  59-2088・ yamatofureai@yahoo.
co.jp）へ （スポーツ推進課）

熱中症予防のためにクーリング
シェルターをご利用ください

　気温が特に高くなる場合、熱中症による重大な健康
被害が生じるおそれがあるとして、新しく「熱中症特
別警戒アラート」の運用を始めています。この「熱中
症特別警戒アラート」が発表された時などに暑さや日
差しから避難する場所として、指定の
クーリングシェルターを開放しますの
で、ご利用ください。 詳細はコチラ⇒
 （保健センター）
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